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ゾロアスター教における死体悪魔

(drux益y語nasu益）について

中別府温和

インドのナオサリ（Navsari〕に現存するゾロアスター教徒・パーシー（Par-

sis）は，聖なる火（AtasBahram: Atas Adaran: Atas D副頭h;Dar-i-Mihr: 

Agiari）と鳥葬の塔（Daxma）を中心的シンボルとして共有しつつ，これらに

関する多くの宗教儀礼を保持している。中でも儀礼的禁思が強く集中している

のはパラシュヌーム（Barasnδmi no-saba; Barasnδm）である。パラシュヌ

ームはアヴェスタ（Avesta;Videvdat）の中に見い出せる儀礼であり，パー

シーはアヴェスタの時代から約千年－以上を経てなおこれを維持してきている。

この儀礼は，本来は死体恐魔（druxsya nasuめによって不浄にされたゾロア

スター教徒が，その不浄を取り除くためのものであった。今日，ゾロアスター

教徒・パーシーによって保持されているパラシュヌーム儀礼の具体的内容は，

すでに拙稿 (1984）において記述され， (1）聖火殿に付設してパラシュヌームの

ための儀礼空間（Barasnδm-g亙h；約15～20m四方）が存し， yaozda..9ragar 

（‘purifier＇）と呼ばれる祭司二人によって儀礼は行なわれる，（ 2）アヴェスタの

中では穴（magha）を掘るべきところが，ナオサリでは石によって代用されて

いる，（3）アヴェスタの時代と同様に九夜にわたって行なわれ，この儀礼を受け

る人はバラシュヌームのための場所に九日間閉じ込もり，その間食事は他の人

々に給仕してもらいつつ食事の時以外は何人とも接触してはならない，（4）パラ

シュヌームの行なわれる場所は kas（浅くて線状の細い溝，あるいは砂によっ

てこしらえられた細い線状の畝〉で固まれる，（5）乾季にのみ行なわれる，（6）北

に対面することが忌避されて，東に対面してこの儀礼を行なう，（7）不浄を取り
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除く手段として，犬（Sagdid），聖なる牛（Varasyoji）の尿（Nirang），聖な

る水（Av），聖なる火の灰（Bhasam），ザクロの木の葉，砂，祈り（Asam

Vohii; Ya.fJ亙AhiiVairyδ；Yer.ihe Hatam; Kam-N亙Mazd亙； SrosBaj)が

存していること，（8）木製の椅子，寝床の使用が禁じられている，（9）飲水以外の

目的のために水を用いてはならない，帥食事は昼間のみ行なう， ω白色が基調

である， ωナオサリでは祭司を職業としうる資格を得るために，更に祭司を職

業とした後も特定の重要な儀礼（Paw-mahal）を司式するのに不可欠の条件と

してパラシュヌームが行なわれている，日平信徒が祭司に依頼して，生きてい

る人や故人のためにこの儀礼を行なってもらう等々が主として取り出された内

容であった。本稿はパラシュヌーム儀礼の中核に位置している死体悪魔を主題

とする。ゾロアスター教徒の死体悪魔に関する考え方を，死体悪魔について最

も古い姿を提供しうるアヴェスタ文献を通して捉え，更に死体悪魔に対抗して

行なわれてきたパラシュヌームとの関連において，どのような因子が残存して

きているかを観察しようとする。

ところで，ゾロアスター教徒が共有している思考様式の中心的部分の理解に

接近しようとするときに，そこに保持されている儀礼の観察・分析へ向うこ

との意義はどこにありうるだろうか。この点を EmileDurkheim (1968), 

Edmund Leach (1964; 1976）の儀礼の本質についての視点に沿って考察す
(1) 

る。儀礼は集団 (lacollectivitめによって担われる一定の行動の様式（des

modes d’action d岳termines）であり，集合的性格を持っている。全面的に個

人によってのみ行なわれるような行為を儀礼とは称しない。儀礼は集合体を活

動（mouvement〕させる。集団が儀礼を行なうために集合し（assemblent),

その場面において個人は接近（rapprocher）させられ，相互に接触し（contact),

その過程で諸個人は彼らに共通の信念 (lescroyances communes），共通の

伝承（lestraditions communes），大祖先の追憶 (lessouvenirs des grands 

ancetres）等の集合的理想（1’idealcollectif）と交通しそれらを生かし，そ

れらの力を回復させ（refaire〕，不断に更新させつつ（regenener），自らも意

識内容の変容を果たし（lecontenu des consciences change），自己を越えて
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高められる（副長ve）。儀礼以外の場面において，個人の精神の中で最大の場所

を占めているのは私的・功利的・物質的利害への関心であり (lespreoccup-

ations utilitaires et individuelles. l’interet priveふそこにおいても集合体

の信念，伝承は個人の精神の中で感じられ（senties），分有されてはいる（parta・

g岳es）。しかし，そこでは集合的理想の更新・再生産（renovationcollective) 

をなしえないのである。個人的・物質的利害を充足させていく生活とは異質の

儀礼場面において，集合意識の本質的要素（lesplus essentiels de la con-

science collective）の活力は維持され，それが記憶から消えること（s’effacent

des memoires）がくい止められる。したがって儀礼は必要に応じて繰り返え

きれねばならない。儀礼は傾向として周期的形態（desformes periodiques; 

le cycle; saisonnieres）をとる。儀礼の反復（periodicite: cycle）は必然的に

社会的時間（letemps蹴 ial），全体的時間 (letemps total）を含み，儀礼が

集合的理想の維持，再生産を中心とするので，儀礼には変容しにくい局面があ

る。この局面は儀礼による物質的表象化，外在化（materialrepresentation; 

material symbolisation; externalise）によっても強化されている。個人の精

神内に生起する感覚的感情（lesentiment），感覚的イメージ（sense-images)

は個人的（individuelle),・主観的（subjective）であるが故に他と交通しにく

い内容である。人間の精神はこれらの内容を儀礼によって物質的に外在化

。’exterioris町田usune forme materielle）することによって他と交通しう

るもの，社会的なものにし，そうすることによって社会的となった概念の相対

的永続化（relativepermanence）を行なおうとする。集合表象（represent・

ations collectiveのである概念はこのように儀礼を手段として或る対象に固着

(se fixe）させられて，永続的なものにされてきているので，儀礼には古い姿

を残存させる局面が含まれている。このように， Durkheim,Leachの視点に

したがえば，儀礼にはそれを保持している集団の集団的理想の本質的部分が集

合的に表象され，しかも古い姿の内容がそこにおいて再生産，再確認（serea-
伍rme）されている可能性が存しているという点で，儀礼は観察，分析の対象

となりうる。今，われわれもこの視点から，ゾロアスター教徒が維持している
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儀礼を理解しようとしている。

さて，パラシュヌームには最も強く儀礼的禁忌がかけられているが，強度の

禁忌を含む文化領域を考察することは， Durkheimのように禁忌の「消極的

(negatif）」側面に着目するにせよ， Leachのごとく禁忌を「言語によって分類

された領域聞に位置する中間的で陵昧な領域」と捉えるにせよ，いずれも或る

文化がその中に思考の基本的枠として保持しているカテゴリーの分析に接近す
(2) 

ることである。本稿はゾロアスター教徒が最も強く禁忌をかけている死体悪魔

を理解することによって，ゾロアスター教徒の死についての思考様式や事物の

分類様式の若干をも考察しようとする。

ここで死体悪魔をアヴェスタ文献（Videvd亙t）を通して明らかにしていく。

死体悪魔（druxsya nasus）は「死体（Leiche）」「死骸（Leichnam）」「死体

の一部（Leichenteil）」（Bartholomae, ch., Altiranisches Worterbuch. s. 

1058〕を語源とし，女性の悪魔（Daeva;D吾v）である。死体悪魔のもつ力，

即ち他を病気（axtay），不浄（ahitay），腐敗（pavitay）ならしめる力は伝染

する（…druxsya nasus axtica paviti己aahitica. .. V. vi. 30, 33, 36, 39; V. 

vii. 10, 11）。

死体悪魔は「醜悪でマダラのハエのごとき姿」として表象され，北の方角か

ら飛び来る（V.vii. 2）。「鼻，目，舌，凱（口〉，陰部，民」から死骸や人，動

物に侵入する（V.ix. 40）。

iia! mrao! ahuro mazda : isara pascaeta para. iristim spitama zara..9ustra 

us haca baoδay亙Eaesa druxs ya nasus upa. dv干saiti apaxioraeibyδ 

naemaeibyδmaxsi. kahrpa araraitya frasnaos apazaoa.rahδakaranemdriwya 

ya..9a zaozdistais xrafstrais. (V. vii. 2) 

「そこで，アフラ・マズダーは仰せられた。〔人が〕死んだ直後に (isara

pascaeta para. iristim），スピターマ・ザラスシュトラよ，意識（baoδめが

〔体の〕外へ出た時に，死体悪魔（druxsya nasus）は北の方から飛んで来る。
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怖しいハエの形をして（maxsi.kahrpa），膝を前につき出して（frasnaos),

民を高くっき出して (apazaoarahδ〉， いたるところに斑点をつけて
(3) 

(akaranemdriwya），身の毛もよだっ害悪な生きもの（zaozdistaisxrafstr亙is)

のように〔北の方から飛んで来る〕。」

yezica aesδnii yδyaosd亙fJryδpacaaeibyδnm亘naeibyδ ！bistoaxsniitδ 

paraiti apa he paska! fraoirisyeite spitama zarafJustra aesa druxs ya nasus 

nfohana! haca casmana! haca hizuma! haca paitis. qarana! frav亙xsathaca 

frasumakat haca. (V. ix. 40) 

「もし，浄めの儀礼を行なう人（yao組afJryδ〉が，かれらの家から，心を傷

つけられて（！bisto），心を満たされることなく（axsniitδ）去り行くならば，

死体悪魔（dru訪問 nasuめはかれに後から追いつき（apahe paska！），ス

ピターマ・ザラスシュトラよ，鼻から， 日から，舌から，顎（あるいはロ，

paitis. qarana！）から，陰部から， E門から〔かれの体の中に〕入り進み行く

(fraoirisyeite）。」

死体悪魔は死んだ人には全てに取りつくが，その際取りつかれる側の人に応

じて死体悪魔の及ぼす影響の度合いは異なっている。祭司，戦士，農夫の順に

死体悪魔の影響の度合いは強く，これらの人に次いで犬が来る（V.v. 28, 29.）。

しかるに，異宗徒の死体悪魔が他を不浄ならしめる度合いは，一年を経過して

乾燥したカエルの死体悪魔以上のことはないという（V.v. 35, 36）。乾燥して

いる死骸や一年を過ぎた死骸はもはや死体悪魔の影響を他に及ぼすことはない

と考えられているので，異宗徒の死骸には実質的には死体悪魔は取りつかない

と理解することが可能であろう。

亙atmrao! ahurδmazda : yezi araha! afJrava fra zi dv1;saiti spitama 

zarafJustra aesa druxs ya nasus yezi aevandasam frasnaoiti dasamam paiti. 
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ra吾..9wayeiti.亙atyezi ar.iha! ra..9aest! fra zi dv~saiti spitama zara..9ustra aesa 

druxs ya nasus yezi dasamam frasnaoiti naumam paiti. rae..9wayeiti：亙a!

yezi a1.c1hat viistryδfsuy手sfr亙 zidv宇saitispitama zara..9ustra aesa druxs ya 

nasus yezi n亙umamfrasnaoiti astaman paiti. rae..9wayeiti. (V. v. 28) 

「そこで，アフラ・マズダーは仰せられた。もし，死んだものが祭司（亙..9r肝心

であったならば，事実，そのものの死体悪魔（d刊誌 y孟nasus）は飛ひ・来って

(fra dv干saiti），スピターマ・ザラスシュトラよ， 11人目まで進み行きて

(frasnaoiti), 10人を間接に汚す（paiti.ra吾..9wayeiti）。もし，死んだものが戦

士（ra..9aest！）であったならば，事実，そのものの死体悪魔は飛ぴ来って， ス

ピターマ・ザラスシュトラよ， 10人目まで進み行きて， 9人を間接に汚す。も

し，死んだものが家畜を肥やす農耕民（vastryδfsuy手めであったならば，事

実，そのものの死体悪魔は飛ひ。来って，スピターマ・ザラスシュトラよ， 9人

目まで進み行きて， 8人を間接に汚す。」

亘a!yezi arahat sp亘pasus.haurvo fra zi dv子saitispitama zara..9ustra aesa 

druxs y亘 nasusyezi astamam frasnaoiti hapta..9am paiti. rae..9wayeiti. 亙a!

yezi ar百hatspa vis. haurvo fra zi dv!lsaiti spitama zara..9ustra a説adruxs 

ya nasus yezi hapta..9am frasnaoiti xstum paiti. rae..9wayeiti. (V. v. 29) 

「もし，死んだものが牧羊犬（sp亙pasus.haurvめであったならば，事実，そ

のものの死体悪魔は飛び来って，スピターマ・ザラスシュトラよ， 8人目まで

進み行きて， 7人を間接に汚す。もし，死んだものが番犬（spavis. haurvo) 

であったならば，事実，そのものの死体悪魔は飛び来って，スピターマ・ザラ

スシュトラよ， 7人目まで進み行きて， 6人を間接に汚す。」

d亙tara.亙atyezi aiahat mairyo drv! bizangro ava..9a asamaoro anasava 

cvat spantahe mainy吾usdaman干mh干m.ra，邑..9wayeiticvat paiti. rae..9wayeiti. 
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(V. v. 35) 

「物質世界の創造者〔アフラ・マズダー〕よ， もし，死んだものが邪悪で
(4) 

(mairyo), ドゥ Jレグのように悪意に満ちた二本足の悪人（drv!bizangro), 
(5) 

正しく信仰をしない異宗徒のような人（ava,9aasamaoro anasava）であったな

らば，どの程度スプンタ・マンユ（spantahemainy吾J~）の被造物（d亙man号m)
を直接に汚すのですか（ham.rae8wayeiti），どの程度〔スプンタ・マンユの被

造物を〕間接に汚すのですか。」

aa! mraot ahurδm田 d!: ya,9a vazaraci! vis. husko tarδyara maratδ.jvδzi 

spitama zara8ustra mairyo drva bizangro ava8a asamaoro anasava spantahe 

mainyeus daman手m h干m.rae8wayeiti jvo paiti. r記 8wayeiti. (V. v. 36) 

「そこで，アフラ・マズダーは仰せられた。死んで一年を過ぎて，乾らびた

カエルと同じである（ya,9avazaracit vis. huskδtaro yara marato）。事実，生

きているかぎり（jvδ〉，スピターマ・ザラスシュトラよ，邪悪で， ドヲノレグの

ように悪意に満ちた二本足の悪人（mairyodrva bizangro），正しく信仰をし

ない異宗徒のような人（ava8aasamaoro anasava）は，スプンタ・マンユ

(spantahe）の被造物（daman子m）を直接に汚す Ch干m.ra吾8wayeiti），生きて

いるかぎり〔スプンタ・マンユの被造物を〕間接に汚す（paiti.rae8wayeiti）。」

動物に襲われて死んだり，他人から殺されたり，不慮の事故によって死を迎

えた場合には，死体悪魔はその人の死後に来る最初のガー（Gah;asnyehe 

pascaeta anyehe ra8wo aes druxs ya nasus upa. dv干saiti...；ゾロアスター教

は太陽の運行，日の出，日の入り，真昼，真夜中を軸として一日を五つの刻限

に分類し，これに沿って儀礼，祈りを行なっている〕に死骸に取りつく。（V.

vii.のその他の死の場合には死後直ちに死取に取りつく（V.vii. 2）.死援の特

定の場所に特に強く或いは弱くつくという記述はない。
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死骸に取りついている死体悪魔は犬が死骸を見るか（Sagdid，‘seenby the 

dog’〉，あるいは犬が死体を食うか，あるいは死骸を啄む烏が死慢の方へ向っ

て飛び来ると北の方へ去るという（V.vii. 2）。他の道と別してもうけられてい

る鳥葬の塔への道を行く葬列は犬によって導かれねばならないくV.viii.18）。

spanam zairitam cai9ru. casmam spaetam zairi. gaosam ai9ritim taoa aeta 

pa吋 vivaδayantuaiwi. niticit spitama zarai9ustra spanam zairitam ca,9ru, 

casmam spaetam zairi. gaosam aesa druxs ya nasus apa. dv干saiti

ap亙xtara吾ibyδnaemaebyδmaxsi.kahrpa araraitya frasnaos apazataahδ 

akaranam driwya ya,9a zaozdi話tai量xrafstrais.(V. viii. 16) 

「黄色で四つ目の犬（spanamzairitam ca,9ru. casmam）か，白色で耳が黄

色の犬（spaetamzairi. gaosam〕を引いて，三たび，この〔死援が運ばれた〕

道を行き来せよ（viv訪ay佃 tu），黄色で四つ自の犬か，白色で耳が黄色の犬を

連れて行き来することによって（aiwi. ni tici ！），スピターマ・ザラスシュトラ

よ，かの死体悪魔（druxsya nasus）は北の方へ飛んで行く（apa.dvi;,.saiti), 

怖しいハエの形をして (maxsi. kahrpa araraitya), 膝を前につき出して

(frasnaos），尻を高くっき出してくapazataahδ〉，いたるところに斑点を

つけて（akaranamdriwya），身の毛もよだっ害悪な生きもの（zaozdist亙is

xrafstraiめのように〔北の方へ飛んで行く〕。」

死骸に取りついた死体悪魔はいつまで死骸に留まるかについて明確な記述は
｛η 

ないが，乾燥してしまっている死巌に接触しても死体悪魔の影響を受けない
(8) 

(V. viii. 33, 34）という形でその力は限定されている。

datara gaei9an手m astvaitinam asaum ka! ta nara yaozdayi;i.n ar.;ihan ahura 

mazda ya nasaum ava. histむ huskan号m tarδyara maratan子m. (V. viii. 33) 
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「物質世界の創造者〔アフラ・マズダー〕よ，いつ， このような人は浄めるこ

とができるのですか（yaozday子n），アフラ・マズダーよ， 死んで一年を過ぎ，

乾らびている死骸（nas亘um... huskan?.m tarδyara maratan子m)の傍に立つ

ている（ava.histat)人 〔は浄めることができるのですか〕。」

aat mraot ahuro mazdil : yaozday~.n arahan asaum zarai9ustra. nδit hisku 

hiskv亘israesyeiti .... (V. viii. 34〕

「そこで， アフラ・マズダーは仰せられた。浄めることができる（yaozday伊

ザラス・シュトラよ。乾いているもの（hisku）は乾いているものarahan), 

(hiskvai）に付着しない（nδit... sraesyeiti）」

死体悪魔によって不浄ならしめられているものに接触した人や物は， 不浄の

それぞれ特定の回数，牛の尿（Gδmez）で洗うか（V.vii.10 度合いに応じて，
(9) (lei 

一15衣服； V.vii. 73-75食器），水で洗う（V.vii. 28-31薪； V.vii. 32-35 

穀物）ことを通して不浄を取り除かねばならない。

死体悪魔に対抗し， これを排除する手段として他に祈りがある。その主なも

のは， アフナ・ワルヤ (Yai9a Ahu Vairyδ〕， アシュム・ウォフー (Asam 
(12) 

Vohu）イェンへー・ハーターム（Ye五heHat手m）である。

yai9a ahii vairyδ a,9亙 ratus asatcit hac亙 vara h吾us dazda manarahδ 

syao,9anan宇m arahaus mazdai xsai9ramca ahur亙ia yim dragubyδdadat 

vastaram. (Y. xxvii. 13) 

「〔人たちに〕望まれたる主（ahu）〔アフラ・マズダー〕のように， そのよう

に〔ザラス・シュトラは〕裁き人（ratuめとして，天則（asa）にしたがって，

善きこころざし（vagh吾usmanarahめによってなされた， この世・での行ない

(syaoi9anan手m arah吾us）をマズダーのもとに持ち来たらし（dazda), 王国

(xsa,9ramc亙〉をアフラのもとに持ち来たらす，〔このザラス・シュトラを〕か

れらは，貧しき人たちの牧羊者（dragubyδdadat）となした。」
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asam vohii vahistam asti ustii ahmai hyat asai vahist亙iasam. (Y. xxvii. 

14) 

「天RU(asa吋

に Custa），天則はあり，欲するままに， われわれのために（ahmai）天則はあ

る。天則は最も善き天則（vahistai）のために〔ありますように〕。」

ye9h吾hat宇m iia! yesn邑 paitivaldhδmazdA 

yilr.ih号mcat干seatasc亙yazamaide. (Y. xxvii.15) 

ahurδvae-8亙 asathac亙

「この世にあるもののうちで（yerahehatam），どの男たちが祈りや供物を捧

げられるべき（ye閉めよりよき人であるかを， マズダー・アフラは，天則

(a話。にしたがってご存じです， どの女たちが祈りや供物を捧げられるべき

よりよき人であるかをも〔マズダー・アフラは，天則にしたがってご存じで

す〕。そのような男たちゃ女たちを，

です。」

われわれは崇める（yazamaide）ものなの

死体悪魔を取り除かざる人々は大地に死骸，悪魔（Daevas), 害悪な生きも

の（xrafstras）を生ぜしめ，その害悪なる生きものは穀物を食い，衣類をも食

う（V.xvii. 3）。

aat ahva vyara-Bahva zamδdaeva h号m.bavainti iia！亘hvavyara-Bahva zamδ 

xrafstra h干m.bavainti yim masyaka spis n号maaojaite yim masyaka yaom 

yavδhva nizga.rahanti vastra vastrahva.。T.xvii. 3) 
「そこで， この汚された正しからざる大地（vyara-Bahvazamδ〉に， 悪魔

(daeva〕が群れ集まり（同m.bavainti），そこで， この汚された正しからざる

大地に，害悪な生きもの（xrafstra）が群れ集まり，人がシラミ (spiめと呼
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ぶ害悪な生きものが〔群れ集まり〕，人の穀倉の穀物（yaomyavδhva）を食い

尽くし（nizgarahanti)，箪笥の衣服（vastravastrahva）を食い尽くす害悪な

生きものが〔群れ集まる〕。」

しかし，死骸を水あるいは火の中へ入れる人は永遠に死体悪魔の影響から逃

れることはできない。かかる人はグモ，ハッタを増大させ，草を絶やす｝｝－魅を

増大させ（V.vii. 26〕，冬の力を増大させ，深く雪を降らせ，家畜を殺す人で

ある（V.vii. 27）。また，土，木，粘土で作られた道具も死援に接触した場合

には，永遠に死体悪魔の影響から逃れえない（V.vii. 75）。死骸を食した人も

これに同じである（V.vii. 23-24）。

亙atmraot ahurδm但 di: ayaozday干naraham 拍車umzara..9ustra. te sunδ 

maoaxay!aca aogazdastama bavainti yδi nasu. karata drvantδte hae匂nhδ

avastrahe aogazdastama bavainti yδi nasu. karata drvantδ. (V. vii. 26) 

「そこで，アフラ・マズダーが仰せられた。汚されたもの（ayaozday和）にな

るであろう，ザラス・シュトラよ，〔死骸を水あるいは火の近くに持ち来る人

は〕。〔そのように〕死体を扱う邪悪な人（nasu.karata drvantめは，パッタ

やクモ〔のような害悪な生きもの〕に最も強い力を与える人（aogazdastama

・bavainti）であり，〔そのように〕死体を扱う邪悪な人は，草の育ちを妨げる卒

魅（ha，記号nhδavastrahe）に最も強い力を与える人である。」

te zimδdaevδ. datahe gaojanδjaiwi. vafrahe upa. srvatδxrutahe aravatδ 

dizd!rahahe aogazdastama bavainti yδi nasu. karata drvantδ. te d均mpaiti 

sraoe aesa druxs ya rasus upa. dv号saiti.ayaozdya pascaeta bavainti yavaeca 

yavaetataeca. (V. vii. 27) 

「〔そのように〕死体を扱う邪悪な人（n酪 u.karata drvantδ〉は，悪魔によっ
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て作られた冬（zamδdaevδ.datahe），牛を殺し（gaojanδ），深い雪を降らす

(jaiwi. vafrahe），ゆっくり這って歩きまわる（upa.srvatδ〉，残酷な（xriitahe〕，

危険に満ちている（aravatδ〉，劣悪な（di五d吉ahahe）冬に，最も強い力を与

える人（aogazdastamabavainti）である。死体悪魔（druxsya nasus）は，

そのような人のツメ（sraoe）のところまで飛びつく（upa.dv干saiti）。〔その人

は〕それから後，永遠に，永遠に（yavaecayavaetataeca〕浄められなくなる

(ayaozdya bavainti）。」

Gδspand （「牛（Rind）」「牡牛（Stier;Kuh)J Air. Wb. s. 506；‘benefi-

cent bull，「恵み深き牛」 Av.gav-spanta－）の肉には死体悪魔は取りつかない。

人あるいは犬の死犠を食した牡牛は一年を経て死体悪魔の不浄から離脱しうる

という（V.vii. 76-77）。ゾロアスター教徒の牛に対するエコロジカノレな局面

からの関心の高さを示していると言えよう。

d亙taragae,9an号m astvaitin号mas亙umkat t亘geusyao五day号nar.ihan as亙um

, ahura mazda y亙nasaumfraaharat sunδva para. iristahe masyehe va. (V. 

vii. 76) 

「物質世界の創造者〔アフラ・マズダー〕よ， いつ， このような恵み深き，

有益な生きもの（geuめは浄められることができるのですか（yaozday伊

ar.ihan），アフラ・マズダーよ，死んだ犬（siinδpara.iristahe〕あるいは死ん

だ人（para.iristahe masyehe〕の死骸を食べた（nas亙umfra:r.ihariit)恵み深

き，有益な生きもの〔は浄められることができるのですか〕。」

亙atmraot ahurδmazda: yao話day1tna ahan as亙umzarai9ustra. nδit payδ． 

fsuta zaoi9re nδit geus zao,9re barasmaine paiti. baire antarat naemat y亙ra.

drajδ 亙a!pasca y亙ra.drajδvasδgara,9a a:r.ihan narabyδasa. vabyδhamai9a 

ya,9a paracit. (V. vii. 77) 
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「そこで，アフラ・マズダーは仰せられた。浄めることができる（yaozday伊

a13han），ザラス・シュトラよ。〔その恵み深き，有益な生きものの〕乳と乳脂

(payδ. fsuta）を供物（zao,9re）に用いることのないように，〔その恵み深き，

有益な生きものの〕肉（geuめを供物やパラスマの聖なる校（barasmaine）〔を

使用する儀礼〕のために用いることのないように，〔恵み深き，有益な生きも

のが，死んだ犬や人の死骸を食べて後〕一年間の聞は。一年を過ぎて後には，

〔その乳や肉は〕自由に，正しい人々（narabyδasa.vabyδ〉のための食べもの

(gara,9！）になりうる，正しくそれ以前と同じように（hama,9aya,9a paracit）。」

これまで記述した内容に限定して，いくつかの間題点を取り上げて行く。ゾ

ロアスター教徒は死体悪魔に病気，不浄，腐敗の原因を求め，イナゴ，クモ等

の害悪なる生きもの，平魁，冬の力，雪の増大を含む社会的危険や不宰を生起

せしめるものとして捉えている。このような社会的危険や不幸の原因から逃

れたり，これを排除するためにいかなる手段がとられているかという局面は

Evans-Pritchard (1956. p. 315）も指摘するように，その文化の‘dominant

motif，であり，このモチーフは他の信念を支配し，全体に形態（form〕，型

(pattern），色調（color）を付与している。

死体悪魔は死骸に取りつくという形で表象されているが，これが取りつく対

象によってその影響の度合いが異なり，その度合いはソR ロアスター教内におけ

る社会階層（祭司，戦士，農夫〉の相違に対応し，他方ではゾロアスター教徒

と奥宗徒の区別をも画する。更に，死体悪魔が対象に取りつく時によって，不

慮の死とその他の死が分類されている。

さて，危険や不孝の原因である死体悪魔から逃れるために，あるいはこの原

因を排除するためにいかなる手段がとられていたか。犬と，死骸を啄む烏は死

体悪魔を北へ追い払う存在であり，牛の尿，水はこれを取り除く手段である。

牛の肉には死体悪魔は取りつかない。乾燥した死骸はもはや死体悪魔の影響を

受けない。水と火へ死骸を入れる人は永遠に死体恐魔の影響から逃れえない。

死体悪魔との関連において，犬，死骸を啄む，（l;，牛の尿，水，（牡〉午，火，
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乾燥等の因子に積極的価値づけがなされている。

死体悪魔はハエの形をしていて北から来て北へ帰る。死体悪魔を取り除かざ

る人は，冬の力，雪，イナゴ，グモを増大させる。土，木，粘土で作られた道

具へ取りついた死体悪魔は永遠に取り除けない。北，冬の力，雪，イナゴ，ク

モ，土，木，粘土で作られた道具等の因子は死体悪魔との関連においては消極

的価値づけがされている。

ここで取り出された諸国子と本稿の最初の部分において提示された，ナオサ

リにおけるバラシュヌーム儀礼の具体的内容の骨子との比較を行なうと，そこ

に儀礼空間，儀礼の行なわれる期間，これを行なう祭司の役割等に関してだけ

でなく，北の忌避，木製の道具を使用することの禁止，不冷を取り除くための

手段としての犬，牛の尿，水，砂の使用，そこで唱えられるべき祈りの内容，

乾季の優先などのパラシュヌームの本質的構成要素の古い姿が死体悪魔につい

てのゾロアスター教徒の思考様式の中で残存している様態が観察される。

註

(1）宗教儀礼は宗教現象における具体的行動場面であると同時に，その宗教儀礼を共有

する集団が保持している意味を媒介させる手段となりうる。 EmileDurkheim tこ従
えば，一定の行動様式（desmodes d’action d長termineのである儀礼は，それが向う
対象の特質（lanatu閃 Specialede )eur objet）によって他の行動から区別（distinguお〉

される。儀礼の対象の特別な性質は信念 (lacroyance）の中に表現されている（ex-

primee）。それ故に，信念を決定（d組nir）した後に儀礼の決定へと向わねばならな
L、。

ところで，宗教的信念は人々が表象する事象を相互に対立し（opposるの，絶対的に
異質（heterogeneitめである二つのカテゴリーに分類する性質を示す。この対立や異
質性は宗教により様式が異なるが，二つのカテゴリーの対立，対照（contraste），異

質性は二つのカテゴリー或は各4のカテゴリーに属する事物聞の接触（contact）や混

同（mehnges）を人身の精神が拒否することを通して保たれる。かかる精神的態度
は，具体的な徴によって外部へ表出される（setraduire au dehor~ par un signe 
visible）。そして，集合的に表象されている。 Durkheimの消極的儀礼（leculte nega-

ti£), llPち，若干の行動様式の禁止（interdits）を中核とする儀礼の向う目的はここに
存する（pp.49-58）。
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'Anthropological aspects of language : animal categories and verbal abuse', in 

E. H. Lenneberg (edふ NewDirections in the Study of Language (Mass.) : MIT 

Press, 1964. 

「言語の人類学的側面一一動物のカテゴリーと侮蔑語について」諏訪部仁訳（『現代

思想』 4-3，青土社， 19760

Culture and Communication : The logic by which symbols are coonnected. An 

introduction to the use of structuralist analysis in social anthropology. Cambridge 

University Press, 1976. 

『文化とコミュエケーション』青木保・宮坂敬造訳，紀伊図屋書店， 19810

これらの著作の中でタブーとされる領域を以下のごとく図示している。

タプとされる領域（Tabooedparts of the environment. 

“Non-things”｝ 

・8愛ti.I::な境界領域（ambiguousboundary zone) 
・聖なる領域｛‘sacred’area)
・タブーとされる領域（subjectto taboo) 

日常的で（normal），時間に限定され（time-bound），明確に区切られ（clear-cut),

中心的で（central），俗的である（secular）社会的空間・時間（socialspace-time）か

らなる二つの領成を区切る（separate）境界領威において，現実に境界として役立つ

空間的・時間的標識（spatialand temporal markers）それ自体は，非日常的で

(abnormal），無時間的で（timeless），峻昧で（ambiguous），周縁的で（atthe edge), 

聖なるもの（sacred〕と位置づけられている（op.cit., p. 35) 

(2) 時間，空間，類，数，原因，実体，人格性等のカテゴリーは，これ自体，概念（con-

cept）であり，集合体（lacollectivite）の作品である。カテゴリーは全て既に作られ

た形で（toutefaite）吾々に与えられている。これは安定性（stabilite）と非人格性

(impersonnalitめを特質とする堅い枠 (Jescadres solideのであり，諸精神が相互に

理解し合えるための基本的条件 (Jesconditions fondamentales de I' entente entre les 

esprits, p. 627）であり，全ての精神が出会う共同地であるやliessont le lieu com-
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mun ou se rencontrent tous !es esprits. p. 19）。

カテゴリーは社会から来ているだけでなく，カテゴリーが表現する（expriment)

事物それ自体が社会的である。カテゴリーを制度化（instituees）したのが社会に他な

らないだけでなく，カテゴリーの内容（contenu）として役立つのは社会的存在。tre

social）の種々の側面に他ならない。…・・・時間のカテゴリーの基底に存するのは社会

生活のリズムである。空間のカテゴリーの素材（matiere）を提供したのは社会によ

って占有された（occupe）空間である。因果律（causalite）のカテゴリーの本質的要

素，則lち有効な力の概念（conceptdu force e伍cace）の原型は集合力（laforce 

collective）である（p.628〕。

カテゴリーとは思考のための精巧な道具（savantsinstruments de pensee）のよう

なもので，人間の集団が何世紀も経る過程で骨を折って鍛えて作り上げ，そのカテゴ

リーの中に人々の知的資本〔capitalintellectuel）の最良の部分を蓄積してきた。人

類史の一部は残らずこのカテゴリーの中に圧縮（resumee）された形で存している

(p.27) 

(3) Bartholomae, ch. Air. Wb. s. 538では「野生の動物（wildesTier)J「猛獣

(Raubtier)J と説明されている。 MaryBoyceはこれを‘noxiouscreatures' pp. 

298-300と訳している。具体的には，ハチ，カイコ，ネコ，ライオン，アリ，カエ

ル，ハエ，へピ，サソリ，イナゴ，クモ等が含まれる。祭司が Xrafstragan('Xrafstra-

killer' Mary Boyce, p. 298）と称されるのは興味深い。反対に，ユワトリ，イヌ，

ウシ，ヒツジ，ヤギは恵み深き生きものと考えられている。

(4) drugは女魔である。 asa（天則〉に対立するもので，「虚偽（Liige）」「詐欺（Trug）」

(Air.羽Tb.s.778）の意味が与えられている。

(5）「異宗を希教する人（Verbreiterketzerischer Lehre)J「邪教を唱える人（Irr-

lehrer）」（Air.Wb. s. 258）。「天則（asa）を欺く人（deceiverof asa）」（MaryBoyce, 

p.301）。

(6) ガーサー（G亙thas）においてはアフラ・マズダーの創造の力であり，アフラ・マズ

ダーの創造の力を実体化する聖霊（yazata）でもある。

(7）犬あるいは人が死んだ土地は一年の問汚れる。マズダーを信仰する人は，一年間こ

の土地に種をまいたり，水を注いだりしてはならない。この禁を犯す人はプショータ

ヌ（p.iso.tan u）罪に相当し，答で200問叩かれる（V.vi.1-5）。

(8）死体悪魔が取りついた対象から逃げる場合は，両居の間，後頭，顔の前面，右の

耳，左のZ平，右の肩，左の肩，右の版協，左の版協，首，背中，右の乳，左の乳，右

の助骨，左の助骨，右の干宇部l，左の腎m，陰部，右太股，左太股，右膝，左膝，右排，

左勝，右際，左映，右足の前面，左足の前面，〈右）足の裏，左足の裏，右足の爪先，

左足の爪先のl阪に逃げる（V.viii.40ー72）。

(9）金製の食器の場合，牛の尿で一度，土で一度，水で一度洗えば汚れは浄められう
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る。以下の食器についても牛の尿，土，水を使用して洗わねばならないが，今その項

目と回数を示すと，銀製〈二度〉，真鎗製（三度〉，鉄製（四度〉，石製（六度〉のご

とくであるCV.vii.73ー75）。

倒薪が乾いている場合には，〔汚れた〕薪をーヴィータスタイ（vitastay：親指一一小

指の長さ〉閑痛に地上に並べて置き，それらに水をふりかける。薪が湿っている場合

には，同様にーフラーラートナイ（frara,9nay：前腕の長さ〉間隔に地上に並べて置

いて後，水をふりかける（死体悪魔が犬或いは死体をついばむ烏によって薪から追い

出されていない時〉。薪から死体悪魔が犬や烏によって追い出されている時には，乾

いた薪をーフラーラートナイの閑痛に，湿っている薪をーフラパーザウ（frabazav:

首一一指の先端の長さ）間隔に地上に並べて置いて後，水をふりかける（V.vii.28-

31）。

凶穀物から犬や鳥によって死体悪魔が追い出されていない時は，穀物が乾いている場

合はそれらをーアラーラートナイの間隔に，穀物が湿っている場合はそれらをーフラ

パーザウの間隔に地上に並べて後，水をふりかける。穀物から犬や鳥によって死体悪

魔が追い出されている時は，乾いている穀物はーフラパーザウの間隔に，湿っている

穀物はーヴィパーザウ（vibazav：ニ腕を広げた長さ〉の間隔に地上に並べて置いた

後，水をふりかける (V.vii. 32-35）。

聞 これらの祈りの他に Kam-naMazdaも唱えられる。

「どなたを，おおマズダーよ，私のようなもののために守護者（payiim）と定めて

くださったのですか，悪を行なうもの（dragvわが私をとらえて害を加えようとして

いるときに，マズダーの火（a,9rasca）と善きこころざしの他に一一ーマズダーの火と

善きこころざしの働きによって，天員IJはより優れたものになっていくのですが一一

（どなたを，私のようなもののために守護者と定めてくださったのですか〕。この教え

を私の良心（Daena）に説いて下さい。」

(13) 『世界古典文学全集』 3巻，伊藤義教，筑摩書房昭和42年 p.368参照。

'A History of Zoroastrianism' Mary Boyce, Leiden/Ki:iln E. J. Brill, 1975. p. 

2伺参照。

・AvestaReader' Hans Reichelt, Strasburg, 1968. p.173参照。

'Zand-i Khiirtak Avistak’Ervad B. N. Dhabhar, Bombay, 1963. p. 2参照。

凶伊藤義教前掲書 p.368参照。


